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研究成果の概要（和文）：ラオス北部ルアンプラバン近傍に位置するメコン河一支流ウー川にお

いて、乾季と雨季を主体として、時期をずらしながら、魚類の産卵・仔稚魚の成育場所につい

て調査を行った。本研究の結果、山間地河川に生息する魚類では、雨季において仔・稚魚は認

められたものの、雨季よりも乾季に繁殖する魚種が圧倒的に多く、それらは河川本流それ自体

を産卵場所・仔稚魚の成育場所として利用しているということが明らかになった。本研究で得

られた知見は、熱帯域の魚類は雨季に氾濫原で繁殖をするという、これまでの常識を大きく覆

すものである。 
 
研究成果の概要（英文）：A research was conducted to clarify spawning and nursery grounds 

of the fishes living in the river of mountainous area, the Ou River located near LOUANG 

PHRABANG, Northern Laos. Species and individual numbers collected in dry seasons were 

much higher than those of rainy season. Fishes in dry season used river itself as spawning 

and nursery grounds. These results will reverse the common sense that freshwater fishes 

of tropical area spawn and grow in a flood plain in rainy season. 
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１．研究開始当初の背景 
ラオスはインドシナ半島のほぼ中央部に

位置し、その国土の約 90%がメコン河流域に
含まれている。国民はタンパク質摂取におい
て、その 6～7 割をこの河からの水産資源に
依拠している。さらに、この国の住民は特定
の少数の大型魚類のみを利用するのではな
く、たとえ小型であっても、いかなる種類も

利用する在地の知恵を発達させている。 
河川周辺の土地はラオス国民にとって

極めて重要な生業活動を営む場所であるが、
水産資源、特に魚類資源にとってこのような
場所は産卵場所や仔稚魚の成育場所として
最も重要な所でもある。しかし、先行研究で
は、実証的なデータをあげたうえでこのよう
な場所が魚類にとってどのように重要であ
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るかを記載した報告はなかった。本研究代表
者自身と大塚裕之氏は、ラオス南部の、漁獲
生産における要衝地のひとつであるサヴァ
ナケート県を流れる平地河川で調査を行い、
氾濫原がその場所のみならず、普段は河川に
生息している魚類にとっても、極めて重要な
産卵・仔稚魚の成育場所となっていることを、
具体的情報を基に初めて実証した（Otsuka 
and Iwata, 2011）。 

一方において、ラオスの漁獲生産におけ
るもうひとつの要衝地である、北部のルアン
プラバンは山間に位置し、漁業上重要なウー
川には、前述したサヴァナケート県のような
氾濫原が存在しない。とすれば、この地域を
流れる山間地河川に生息する魚類はどこで
産卵し、どこで育つのか？この地域の水産資
源を管理するために最も重要である魚類の
産卵場所と仔稚魚の成育場所の解明を目指
す本研究は、ラオスの水産資源の持続的利用
に係る諸問題において正に緊急の課題であ
った。 
 
２．研究の目的 

上記した問題意識をもと、本研究は、ラオ
ス北部ルアンプラバン周辺のメコン河一支
流ウー川河畔に位置する複数の村とその周
辺で、乾季と雨季を主体として、時期をずら
しながら、魚類の産卵や仔稚魚の成育場所に
ついて調査を行う。特に、渚線は海産魚類の
重要な成育場所として知られ、Otsuka and 
Iwata(2011)でも同様のことが明らかになっ
たので、渚線と、この場所と比較するための
恒久的水域としての河川本流部において稚
魚ネットや流下ネットを用いて調査し、いか
なる場所が、出現する魚類にとって産卵・成
育場所として重要なのかを明らかにする。最
終的に山間地河川における魚類の産卵場
所・仔稚魚の成育場所についての環境特性を
解明し、このような環境での水産資源の持続
的利用に関してなにをすべきかという具体
的な提言を行い当該地域社会に本研究の成
果を還元することを目的とする。 

 
３．研究の方法 

ラオス北部、メコン河支流の山間地河川で
あるウー川流域の上流・中流・下流に位置す
るパクウー村周辺、ノンキャオ村周辺、ポン
サリ村周辺を調査区域として、4年間に渡り、
雨季と乾季を中心として時期をずらしなが
ら、年に二回のフィールド調査を実施する。
連携研究者は研究代表者の指示のもとに、研
究代表者とともに恒久的水域、一時的水域で
の各種漁具を用いた成魚の採集、市場調査で
の村人へのインタビューによる調査地周辺
の魚類相や各種魚類の繁殖期と産卵場所を
含む生態的情報の収集、稚魚ネット・流下ネ
ットを使用しての卵・仔稚魚の調査および水

文環境・景観調査・水域環境測定等による調
査地の環境特性を把握する。さらに、河川環
境と当該水域生態系の関係を推定するため、
安定同位体分析を行う。 

ラオス大学農学部講師プーヴィン ポウ
サバン氏は本研究に全面的に関わり、県・郡
職員、およびプーヴィンの指導する学生は作
業を補助する。 
 

４．研究成果 
（１）魚類相 

10目、25科、156種類の淡水魚が生息し、
コイ科の一種は未記載種であること、ラオス
初記録種であるバラタナゴとゴクラクハゼ
を確認した。また、複数の固有種の存在に加
え、ラオスの他水系と比較して雲南およびベ
トナム北部のみに分布する種や東アジア亜
区の淡水魚類相を構成する魚類が多数含ま
れていることから、ウー川を中心とするラオ
ス北部を生物地理学的に「北ラオス域」とし
て区分することが妥当であるという考えに
至った。 

 
（２）繁殖期 
 地 域 住 民 へ の 聞 き 取 り 調 査 か ら 、
Pangasius pleurotaenia の繁殖期は乾季中
期の 3 月中旬、Hypsibarbus は雨季はじめの
6 月中旬、Probarbus、Puntioplites は雨季
はじめの 6月下旬であることが分かった。 
 市場で販売されている魚類の生殖腺を調
査した結果、Pangasius pleurotaenia は 3 月
中旬に成熟卵を有しており、聞き取り調査の
結果を裏付けるものとなった（図１）。 
 

  

図１． 
 
また、Cyprinus rubrofuscus も 3 月中旬に成
熟卵を有していることが明らかになった。 
 
（３）産卵場所 
 地 元 住 民 へ の 聞 き 取 り 調 査 か ら 、
Pangasius pleurotaenia の産卵場所はノン
キャオ近傍にある深い淵で産卵を行うとい
う情報が得られた。Hypsibarbus の産卵場所
も深い淵と認識されていた。 
 本研究の結果、乾季初期の 12 月中旬、ウ



 

 

ー川本流の砂州下流部にある湾入部に流入
している分流の、ナガレシオクサ類の繁茂す
る平瀬で（図２）、2種類のコイ科の卵が発見
された（図３）。 

 

        図２． 
 
 さらに、乾季中期の 3 月中旬、ウー川支流
バク川の、緩流部に形成された、エビモ類と
クロモ類を中心とする藻場においてコイ科
の卵を確認した（図４・５）。 
 

 
        図３． 

 

        図４． 

 

        図５． 

（４）流下ネット調査結果 
 雨季と乾季における流下仔魚個体数の比
較を行ったところ、雨季に流下仔魚が採集さ
れるものの、雨季の方が圧倒的に個体数が多
きことが判明した。また、雨季ではコイ科と
ナマズ目、乾季はコイ科、タニノボリ科、ハ
ゼ科が出現し、ナマズ目は採集されなかった
（表 1）。 

 

雨季と乾季に出現する仔魚のタイプ分け
を行った。表２のように、雨季中期の 2009
年 7月には 5タイプのナマズ目仔魚が流下ネ
ットで採集された（図６）。同様に雨季中期
の 2010 年 8月にはコイ科仔魚が１タイプ（図
７）、ナマズ目が１タイプ採集された。乾季
中期の 12 月には、ナマズ目は採集されなか
った一方において、コイ科仔魚が 13 タイプ
も出現した(図８)。このうち 37.7%はタイプ
Bのものだった（図９）。また、ハゼ科仔魚も
１タイプ採集された。雨季に採集されたコイ
科仔魚は乾季には出現しなかった。 

 

 
    図６．ナマズ目タイプ２ 

 

    図７．コイ科タイプＡ 



 

 

 

    図８．コイ科タイプＧ 
 
乾季、雨季をとおして、卵黄を持つ仔魚の
タイプが多く、流下がふ化直後ないしふ化後
まもなく起きることが推測された。 
 仔魚が流下する時間帯は、いずれの分類群
におきても、雨季・乾季ともに日中は認めら
れず、日没、夜中、明方であることが明らか
になった（表３，４，５，６）。 
 

 

    図９．コイ科タイプＢ 

 

 

 

 
 
（５）稚魚ネット調査結果 
 稚魚ネット調査により稚魚の成育場所が
明らかになった。 
 雨季中期ではウー川、ウー川支流ともに流
速が速く、僅かに存在する緩流部において調
査を行い、コイ科 Mystacoleucus のみが採取
された。 

乾季中期 12 月、ウー川本流の緩流部の泥
底の入り江でコイ科の Poropuntius、Puntius 
stoliczkanus の稚魚、ハゼ科 Papuligobius 
ocellatus の後期仔魚が成育していた（図  
１０）。 
本流緩流部の砂底部ではコイ科の Tor や
Raiamus guttatus の稚魚が採集された（図 
１１）。 

ウー川支流の緩流部の泥底、砂礫底ではコイ
科 Onychostoma、タニノボリ科の Schistura、 
ハゼ科の Rhinogobius menkongianus の稚魚
が確認された。また、上記したいずれの場所
においてもコイ科 Opsarius pulchellus の稚
魚が認められた。 
 

 
        図１０． 

 
        図１１． 
 
 乾季後期の 3月では、上記と同様の場所や、
藻場（図４，５）において、上述した種に加
えコイ科 Cyprinus rubrofuscus、Opsarius 
koratensis、ダツ科 Xenentodon、フグ科
Monotrete、タイワンドジョウ科 Channa 
gachua などの稚魚が出現した。 
 ウー川本流やその支流において、なだらか
な傾斜の水底やそれに続く水深の極めて浅
い水際に多くの稚魚が蝟集していることが
注目された。 
 
（６）安定同位体分析結果 
 調査地のひとつ、ノンキャオ周辺では、雨
季に湧水が自噴する場所が複数出現し、この
ことがウー川の水域生態系を特徴付けてい
るのではないかという問題意識から安定同
位体の分析を行った（図１２）。 
 ひとつのサンプルを除き、湧水の影響は認
められなかった。影響の認められたサンプル
（最左端のプロット）はウー川支流上流の湧
水の流入する場所で採集された Puntius 
stoliczkanus だった。 
草食、雑食、魚食魚のサンプルを分析した

が、それぞれが安定同位体比において明確に
分離されず、食物網における階層性は明瞭に
は認められなかった。 



 

 

 

 

    図１２． 

 

（７）考察および研究成果の国内外における
位置づけとインパクト 
 本研究の結果、雨季における仔魚の流下成
長という仮説を提唱し、それが立証された。
さらに、山間地河川に生息する魚類では、雨
季よりも乾季に繁殖する魚種が多く、それら
は河川本流それ自体を産卵場所・仔稚魚の成
育場所として利用しているという本研究で
得られた知見は、熱帯域の魚類は雨季に氾濫
原で繁殖をするという、これまでの世界的な
常識を大きく覆すものである。 
 本研究で得られた世界初の知見は、熱帯地
域における内水面水産資源の持続的利用に
係る管理方法に極めて重要な示唆を与える。 
 さらに、本研究に全面的に関わったラオス
国立大学のプーヴィン ポウサバン氏は平
成 23 年度 3 月、本研究内容の一部を含む博
士論文を執筆して博士号を取得するととも
に、本研究で使用された標本はラオス国立大
学に保管され、国際的人材育成と教育研究機
関の構築に大きく貢献した。 
 
（８）今後の展望 
 プーヴィン ポウサバン氏は平成 24 年度
より同大学の水産学部スタッフとなる。彼を
中心として、ラオス農林省に、ラオスにおけ
る水産資源の持続的利用に向けた適切な管
理方法について提言を行い、当該国の政策に
貢献する。さらに、本研究で得られた結果
はラオスのみならず熱帯地域の内水面資源
管理に大きな影響を与えることになろう。 
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